　

○○県○○山○○エリア事故調査

報　告　書　
社団法人　日本ハンググライディング連盟

この報告書に沿って青字を訂正記入し事故状況等の内容を参考に作成してください。
ピンク色部については事故状況に沿った内容表現に構成して下さい。
この事故報告書ひながたは報告者が報告書の作成に際し労力の軽減と必要記載事項の漏れを防ぐ為の参考です。

実際の状況では不要部分や更に詳細な調査報告として記載しなければならない部分がある場合は追加記載をお願い致します。
記入、訂正後、報告書として出来上がりましたら文字をすべて黒字にしてください。
　２００○年○○月○○日公表
事故調査報告書
項　　目　：　パラグライダー飛行中の墜落事故

日　　付　：　２００４年○○月○○日

機　　体　：　○○　式　○○型　S　M　Lサイズ（投影００．００㎡）
場　　所　：　○○県○○町○○山
事故調査委員

委　　員　　下山　 進　　　安全性委員会事故調査委員長
委　　員    岡　 芳樹  　　安全性委員会事故調査委員
目撃証言者　JHF　太郎TEL000-0000-0000　 JHF　次郎TEL000-0000-0000  他○名
1． 事故調査の経過

１．１　事故の概要（下記程度に状況を簡潔に記入してください）
  ○○　式　○○型　S M Lサイズ（パラグライダー、単座）は、２００４年○○月○○日
午後○○時○○分頃、レジャー飛行のため○○県○○町○○山から離陸し、○○～○○分飛行後ランディング上空へ飛行、対地高度は○○ｍ以上あったと思われる。

高度処理のための○○を始め○旋回程でかなり深い○○状態になりそのまま墜落し○○畑に激突した。○○時間後収容された病院で死亡した。
１．２　事故調査の概要

事情聴取：エリア関係者及び目撃者に事故当時の様子を聴収した。

気象状況収集その他関係情報収集などをおこなった。
事故機の検証：２００４年○○月○○日
　検証事項：破断ラインの確認、交換。目視による外観検査およびテストフライト。

２　認定した事実

２.１　飛行の経過

　事故機の飛行経路の詳細は、搭乗していたパイロットが死亡しているため不明である。
　しかし、事故機の飛行経路は、同時間帯に飛行していた他のパイロットとほぼ同一の空域、経路を飛行していたものと推定される。
　目撃証言から、事故機の飛行経過は次のように推定される。

　事故機は、２００４年○○月○○日午後○○時○○分頃、レジャー飛行の目的で○○県○○町○○山のテイクオフ場（標高○○ｍ）を○○の風（左右○○度方向）テイクオフ場は正対風約○～○ｍの中を離陸した。山際は曇で平野部は晴。雲低はテイクオフから＋○○ｍで山際は所により雲の吸い上げ状態であった。
離陸後、同機は○○のテイクオフ前の上空域を高度獲得し○○～○○分の飛行後、テイクオフの正面約○Km先に位置するランディング場（標高○○ｍ高度差○○ｍ）方向に飛行した。
飛行経路上では所により雲の吸い上げによるリフトがあり容易に高度を獲得することが出来る状態で、多少上下する程度の気流状態の中をランディング場を目指して飛行した。
ランディング場上空に到達した時には対地高度は○○ｍ以上であった。
その後ランディング上空で高度処理のための○○旋回を始め○○旋回程でかなり深い○○状態（キャノピーが真下向く状態）になり○○を継続したままの状態で○○畑に激突した。事故者は墜落直後には意識があり救急隊員に自分の氏名を告げていたが○○時○○分に収容された病院で死亡した。（死亡原因が解れば記入）
事故者は緊急パラシュートを装備していたが使用操作をしたかどうかは不明。
２.２　機体の損壊に関する情報（損傷状態を記入）
  　キャノピー部分  ：損傷は認められない。
　　ライン各部　　  ：左翼Ｂボトムラインセンターから○本目、左翼Ｃボトムラインセンターから○本目、左翼Ｄボトムライン外側右翼Ｄボトムライン外側および左翼ブレークラインボトム真ん中の計○○本が破断。
　　ライザー部      ：損傷は認められない。
　　計器類　　　　　：損傷。動作はしているものの機能障害を示す。
　　ヘルメット　　　：不明。
　　特記事項　　　　：○○部分を損壊。（被害があった場合記入）
２.３　機体に関する情報

　　　　
    型　　　式　　○○　式　○○型　S M Lサイズ
     eq \o\ad(製造番号,　　　　　)　　○○○○○○
    製造年月日　　○○○○年○○月
    耐空証明等　　ＤＨＶ○○取得
    総飛行時間　　不明

    総発航回数　　不明

飛行重量　：　最小○○ｋｇ～最大○○ｋｇ
　　 eq \o\ad(その他,　　　　　)　　２００○年○○月○○日（テストフライトは必要と判断した場合実施）
岡委員（テストパイロット○○）に於いて破断していたラインの交換を行い○○エリアでテストフライトを行う。

２００４年○○月○○日
下山委員（テストパイロット○○）に於いて○○エリアでテストフライトを行う。結果、特に異常は認められなかった。あるいは認められた。
テストフライト項目

片翼潰し（○○％）、フロント潰し、深いローリング旋回、ウイングオーバー、スパイラル等のフライトテストをしたが、いずれも異常は無く異常がみられた。ＡＦＮＯＲ○○、ＤＨＶ○○相当であった。

２.４　パイロットに関する情報

氏　　名　　　○○　○○（事故当事者）男女性　○○歳　○○○○年○○月○○日生

〒○○－○○○○　○○県○○市○○　○○－○○－○○
ＴＥＬ　○○○－○○○○－○○○○
裸 体 重　　　○○Ｋｇ
フライヤー登録証番号　　　　　　  ＪＡ ○○Ｏ － ○○○○○○
  　パラグライダーパイロット技能証　  (番号) ○○○○ １９○○年○○月○○日交付

クロスカントリーパイロット技能証  (番号)  ○○○　１９○○年○○月○○日交付
飛行経歴は本人が死亡したため不明（飛行経験○○年）であるが年間飛行時間は○○－○○時間と所属クラブ、スクール員の中では多く飛行していた。
２.５　気象に関する情報

2.5.1　事故当時の風向、風速

　　　　テイクオフ　：　東西南北の風○～○ｍ
飛行経路　　：　東西南北の風○～○ｍ
ランディング：　東西南北の風○～○ｍ
事故目撃者の証言より現場付近の風の状況は次のとおりであった。事故発生時間帯前後にわたり同空域に於いて事故機を含め複数機（○○名）が飛行、事故発生時は○○機が飛行していた。いずれの目撃証言者からも急激な風向、風速の変化、突風等による飛行の障害となる状況は（証言されていない。証言されている。）
風向、風速の変化を具体的且つ時間を追って記入してください。
３　考えられる原因（事故状況から考えられる原因を記入してください）
事故調査をして得られた情報から、今回の事故は、対地高度が○○ｍ以上有ったので練習のつもりで入れた○○が上昇風の中だった為、○○初期段階は余り降下しなかったが、上昇風を抜けた瞬間に深い○○に移行してしまった。
（事故発生の直前に○○降下したパイロットが同様の状態を体験している。）

　この時点で、機速の増加と強い遠心力の為にパニックに陥ったか、ブラックアウト状態と　　なり意識の喪失を招いていたのではないかと思われる。情報では事故者は○○の経験が無く、又適切なリカバリー操作も習得していなかったことが事故の原因として考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
目撃証言が得られる場合はワード文書にて添付してください。目撃者には見たままを客観的に記述していただくようにお願いしてください。
写真－１　○○エリア全景（○○ｍ上空より）(写真を貼り付け直してください)
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写真－２　ランディング場よりテイクオフ方向

写真－３　テイクオフよりランディング場方向
写真－４　その他必要と思われる写真を貼り付けて下さい。
周辺地図　概略飛行経路
下記アドレスから地図検索して利用できます。
http://mapbrowse.gsi.go.jp/mapsearch.html
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